
令和３年度家庭エコ診断制度の事業成果について 

１．令和３年度 都道府県ごとの推定 CO2 排出割合 

 
図 1 都道府県ごとの推定 CO2 排出割合 

 

※1 うちエコ診断で得られる世帯別用途別 CO2 排出量のデータを都道府県別世帯人数別に推計し、都道府県別 

世帯人数別の CO2 排出原単位を作成した上で、都道府県ごとの世帯人数別世帯数(総務省国勢調査:平成 27 

年度)を乗じることにより、都道府県ごとの家庭からの排出割合を推計しました。 



２．令和３年度対策の選択数別の実施率一覧（上位 30 位） 

 
※黄色は買い替えに関する対策 

 

令和3年度の選択数が多い対策と事後調査結果より得られた対策実施率を上位30項目で取りまと

めました。令和3年度においても家庭からの排出割合の多い、自家用車、給湯節水、冷暖房分野に関

する対策が多く選択されています。また、設備の買い替えに関する対策については、節水シャワーヘッドの

ほか、冷蔵庫、自家用車といった対策が上位30項目に入っています。 

令和2年度以前の対策選択状況と比較すると、冷暖房に関する対策が多く選択されています。これ

は、新型コロナウイルス感染症の急速な拡大に伴い、民間企業におけるテレワークの導入が進んだことに

より、在宅での勤務や過ごす時間が増え、冷暖房に関連する光熱費の見直しをする人が増えたと考えら

れます。 

 



３．CO2 排出削減量、および節約金額（令和３年度） 

 

 

図 2 世帯人数別の診断前後の CO2 排出量の比較 

 

 

図 3 世帯人数別の診断前後の光熱燃料費節約金額 
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